
PROXIMITY-1 SPACE LINK PROTOCOL
– CODING AND SYNCHRONIZATION SUBLAYER
「近傍領域通信-1 スペースリンクプロトコル：コーディング&同期副層」

【概要】

本推奨規格は、近傍領域宇宙機器通信リンクにおけるコーディング&同期副層のプロトコルについて規定するものである。

「近傍領域通信-1 データリンクプロトコルと物理層プロトコル」とあわせて使用するもので、ローバ間やコンステレーション宇宙機間の

短距離・双方向・固定、あるいは可動無線通信での使用を想定している。

図1：近傍領域通信-1  階層概念図

【内容】

本規格はデータフォーマットとその生成・処理手順を規定している。図1に、近傍領域通信-1スペースリンクの階層概念、及びコー

ディング&同期副層（C&S Sublayer）の位置づけを示す。また送信側における下記１～４の処理の流れを図2に示す。受信側では

この逆手順となる。

1. 近傍領域通信-1 リンク転送ユニット（PLTU）の生成

2. 符号化のためのデータストリーム生成（必要に応じてアイドルデータの挿入）

3. チャネルコーディング

4. 物理層への転送

図2：コーディング&同期副層の処理フロー（送信側）

各国宇宙機関及びJAXAの動向

NASA（アメリカ航空宇宙局）、
CNSA（中国国家航天局）、
UKSA（イギリス宇宙機関）
で採用されており、
ESA（欧州宇宙機関）では
採用を計画中である。

PLTU：Proximity Link Transmission Unit
LDPC：Low-Density Parity-Check

MAC：Medium Access Control
MIB：Management Information Base
S/C：Spacecraft
I/O：Input/Output
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